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	○ 明治以降、人類学の研究者等がアイヌ遺骨を発掘・収集。
	→　現在、１２大学が研究資料等として１，６３６体を保管
	→　アイヌの人々の意に関わらず収集されたものも含まれていると見られている。
	○ 現在、上記の遺骨を遺族等へ返還するとともに、返還の目途が立たないものは、「民族共生の象徴となる空間」（北海道白老町に整備予定）に集約し、尊厳ある慰霊に配慮する方針。
	（内閣官房長官主催：アイヌ政策推進会議）
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